
前
年
度
は
、
降
雪
の
た
め
一
週
間
延
期

に
な
り
、
今
年
も
降
雪
回
数
が
多
く
心
配

し
て
い
た
ス
ケ
ー
ト
教
室
で
す
が
、
快
晴

の
中
で
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

例
年
と
違
っ
た
の
は
、
施
設
が
い
つ
も

よ
り
色
鮮
や
か
で
あ
っ
た
り
、
改
装
中
の

施
設
も
あ
り
ま
し
た
。係
の
方
に
訪
ね
た
ら
、

冬
季
国
体
の
会
場
準
備
の
た
め
に
化
粧
直

し
を
し
て
い
た
と
言
う
こ
と
で
し
た
。

今
回
初
め
て
参
加
し
た
三
年
生
は
、
初

め
て
体
験
す
る
児
童
が
と
て
も
多
か
っ
た

の
で
す
が
、
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
方
の

指
導
に
よ
り
「
歩
行
」
か
ら
「
滑
走
」
ま

で
ス
ム
ー
ズ
に
上
達
し
て
い
き
ま
し
た
。

子
供
の
バ
ラ
ン
ス
感
覚
の
よ
さ
に
は
驚
か

さ
れ
ま
し
た
。

平成17年３月１日（６）

道志小学校道志小学校 
（第（第1616号）号） 
道志小学校 
（第16号） 

一
月
下
旬
、
四
年
生
が
保
育
所
を
訪
問

し
、
ゲ
ー
ム
や
ス
ポ
ー
ツ
交
流
会
を
行
い

ま
し
た
。
ま
た
、
四
年
生
は
、
二
月
中
旬

の
入
学
説
明
会
の
折
、
保
護
者
の
方
が
入

学
の
説
明
を
受
け
て
い
る
時
間
帯
、
新
入

児
を
対
象
に
校
舎
案
内
や
、
紙
芝
居
・
ク

イ
ズ
等
で
「
お
兄
さ
ん
お
姉
さ
ん
ぶ
り
」

を
発
揮
し
て
い
ま
し
た
。

普
段
は
、
各
先
生
方
に
叱
咤
激
励
の
指

導
を
受
け
て
い
る
児
童
も
、
今
回
は
先
生

役
に
な
り
、
園
児
を
ど
う
動
か
せ
ば
い
い

の
か
悪
銭
苦
闘
し
な
が
ら
、
身
振
り
や
言

葉
づ
か
い
を
工
夫
し
て
い
ま
し
た
。
園
児

の
純
粋
な
気
持
に
触
れ
、
素
直
な
自
分
を

表
現
で
き
た
一
日
で
し
た
。

今
年
度
、
道
徳
教
育
の
指
導
と
言
う
こ

と
で
、
二
学
期
末
の
日
曜
家
族
授
業
参
観

は
、
全
学
年
が
一
斉
に
道
徳
の
授
業
を
行

い
ま
し
た
。
そ
の
後
の
反
省
で
、
も
っ
と

身
近
に
あ
る
生
き
た
教
材
で
道
徳
の
「
事

業
」
を
行
え
な
い
も
の
だ
ろ
う
か
と
い
う

こ
と
で
「
蜂
塚
」
を
対
象
に
し
た
道
徳
講

話
を
「
校
長
講
話
」
の
形
で
一
月
に
行
い

ま
し
た
。

今
回
は
、
校
長
先
生
が
デ
ジ
カ
メ
で
蜂

塚
を
撮
影
準
備
し
た
り
し
、
蜂
に
対
し
て

は
「
命
の
大
切
さ
」、
蜂
塚
建
立
に
対
し
て

は
「
信
念
を
も
っ
て
行
動
す
る
こ
と
の
大

切
さ
」を
詳
し
く
話
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

講
話
の
翌
日
、
「
バ
ス
の
窓
か
ら
蜂
塚

を
見
つ
け
た
よ
」
と
言
う
児
童
の
声
が
あ

り
、
前
日
の
講
話
の
成
果
が
さ
っ
そ
く
見

え
て
い
た
よ
う
に
思
え
ま
し
た
。

一
月
下
旬
に
、
防
火
扉
を
活
用
し
た
訓

練
を
行
い
ま
し
た
。
去
年
ま
で
は
、
期
限

切
れ
間
際
の
消
化
器
を
実
際
に
活
用
し
ま

し
た
が
、今
年
度
は
本
数
が
少
な
く
な
り
、

防
火
扉
の
「
非
常
ド
ア
ー
」
か
ら
避
難
す

る
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

い
つ
も
は
、
二
列
で
避
難
し
て
い
る
も

の
の
、
実
際
に
行
っ
て
み
る
と
、
低
学
年

と
高
学
年
で
は
同
じ
避
難
の
方
法
で
は
無

理
な
こ
と
も
わ
か
り
ま
し
た
。
児
童
も
ま

た
、
「
こ
ん
な
と
こ
ろ
に
防
火
扉
が
あ
っ

た
の
」
と
か
「
初
め
て
非
常
ド
ア
ー
を
通

っ
た
よ
」
な
ど
、
初
め
て
の
試
み
の
成
果

は
と
て
も
大
き
か
っ
た
よ
う
で
し
た
。

当
日
は
、
消
防
署
の
方
に
も
来
て
い
た

だ
き
、
快
い
緊
張
感
の
中
で
火
災
訓
練
が

で
き
ま
し
た
。

快
晴
の
中
で
ス
ケ
ー
ト
教
室

保
育
所
交
流
訪
問

「
蜂
塚
」
講
話

防
火
扉
利
用
の
火
災
訓
練
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休日、夜間にお子さんが急に発熱したり、体に異変が起きたとき、どう対処

したらいいのか、あるいはどこに受診したらいいのか、戸惑いを感じたことは

ありませんか。

少子化、核家族化が進み、また、共働きの世帯が増える中で、小児を対象と

した休日・夜間の救急医療体制の整備の必要性が高まっています。このため、

県と市町村が共同し、医療関係者等の御協力をいただいて、平成17年3月か

ら、全県的な小児救急医療体制をスタートすることになりました。

〈新たな小児救急医療体制の概要〉

今回整備する小児救急医療体制は、通常の診療時間外に、だれもが小児科医

による診療が受けられるよう、「小児初期救急医療センター」を設置するもの

です。県内には小児科医が90人程度しかおらず、地域ごとの体制整備は困難

な状況にあります。このため、今回設置する「小児初期救急医療センター」は、

全県の小児患者を対象とし、県内各地からの交通アクセスを考慮して、甲府市

内に設置します。「小児初期救急医療センター」には、開業医や病院勤務の小

児科医が交替で勤務し、対応します。

また、上記センターを受診した結果、入院が必要となるような重症な患者に

ついては、甲府市内や甲府市周辺の病院が交替で受け入れます。

なお、従来から各地域で取り組んでいる一般の救急医療体制（小児科医が当

番とは限りません）による受診も可能です。

◆センターの場所 甲府市幸町14-6（甲府市医療福祉会館）

甲府市医師会救急医療センター内 ☎055－226－3399

◆診　療　時　間 休日 午前9時～午後7時 夜間 午後7時～翌日午前7時

（休日＝日曜日、祝日、年末年始（12月29日～1月3日）

◆開 始 の 時 期 平成17年3月1日

◆留　意　事　項　「小児初期救急医療センター」は予約の必要がありませ

んが、あらかじめ電話で受診の状況などを確認してから

出かけるようにしましょう。

全県的な小児救急医療体制が
3月からスタートします
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交
通
災
害
共
済
と
は

こ
の
共
済
は
、
住
民
ひ
と
り
ひ
と
り
が

わ
ず
か
な
掛
金
を
出
し
合
い
、
不
幸
に
し

て
交
通
事
故
に
あ
わ
れ
た
方
に
見
舞
金
を

お
く
る
相
互
扶
助
制
度
で
す
。

加
入
で
き
る
方
は

山
梨
県
内
の
市
町
村
の
区
域
内
に
居
住

し
、
当
該
市
町
村
に
住
民
登
録
又
は
外
国

人
登
録
さ
れ
て
い
る
方
で
す
。
加
入
者
が

途
中
他
市
町
村
へ
転
出
し
た
場
合
で
も
、

共
済
期
間
中
は
有
効
で
す
。
又
、
学
生
に

限
り
他
県
に
転
出
し
て
い
て
も
こ
の
共
済

に
加
入
で
き
ま
す
。

加
入
の
申
し
込
み
は

所
定
の「
交
通
災
害
共
済
加
入
申
込
書
」

に
よ
り
、
各
地
区
の
交
通
安
全
協
会
役
員

さ
ん
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

共
済
掛
金
は

一
人
年
額
五
〇
〇
円
で
す
。
な
お
、
中

途
加
入
で
も
掛
金
は
同
じ
で
す
。

共
済
期
間
は

平
成
十
七
年
四
月
一
日
〜
平
成
十
八
年

三
月
三
十
一
日
迄

※
中
途
加
入
の
場
合
は
、
加
入
し
た
翌
日

か
ら
平
成
十
八
年
三
月
三
十
一
日
迄
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先

道
志
村
役
場
　
企
画
財
政
課

交
通
担
当

Ｔ
Ｅ
Ｌ

〇
五
五
四(

五
二)

二
一
一
二

内
線
一
一
六
・
一
一
七

交
通
災
害
共
済
に

家
族
そ
ろ
っ
て
加
入
し
ま
し
ょ
う

―
ろ
う
学
校
「
き
こ
え
と
こ
と
ば
の

相
談
支
援
セ
ン
タ
」
―

お
子
さ
ま
の
「
き
こ
え
」
や
「
こ
と
ば
」

の
こ
と
で
不
安
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

少
し
で
も
不
安
の
あ
る
方
は
ぜ
ひ
、
こ

の
機
会
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
言
語
聴
覚

士
や
専
門
の
教
員
が
ご
相
談
に
応
じ
ま
す
。

日
　
時

平
成
十
七
年
三
月
二
十
日
（日）
〜

三
月
二
十
一
日
（月）

午
前
九
時
か
ら
午
後
五
時
ま
で

場
　
所

県
立
ろ
う
学
校

（
山
梨
市
大
野
一
〇
〇
九
）

幼
児
指
導
室

対
象
児

〇
歳
児
よ
り

相
談
内
容

１

お
子
さ
ま
の「
き
こ
え
」と
「
こ
と
ば
」

に
関
す
る
悩
み
相
談

２

「
き
こ
え
」
と
「
こ
と
ば
」
に
不
安

の
あ
る
お
子
さ
ま
へ
の
か
か
わ
り
方
ア

ド
バ
イ
ス
（
育
児
相
談
）

３

聴
力
測
定

４

補
聴
器
調
整

申
し
込
み
方
法

事
前
に
電
話
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
日
時
を
予
約

し
て
く
だ
さ
い

問
合
せ
先

Ｔ
Ｅ
Ｌ

〇
五
五
三(

二
二)

一
三
七
八

Ｆ
Ａ
Ｘ

〇
五
五
三(

二
二)

六
四
一
九

E
-m
a
il
s
o
d
a
n
@
ro
g
a
k
o
.k
a
i.e
d
.jp

（
ろ
う
学
校
「
き
こ
え
と
こ
と
ば
の
相
談

支
援
セ
ン
タ
ー
」
雨
宮
・
金
子
）

★
費
用
は
一
切
か
か
り
ま
せ
ん
。

★
完
全
個
別
予
約
制
で
秘
密
は
厳
守
し
ま

す
。

★
電
話
やE

-m
a
il

で
の
相
談
も
常
時
受

付
け
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
相
談
期
間

中
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

★
こ
の
相
談
会
は
ろ
う
学
校
入
学
と
は
関

係
あ
り
ま
せ
ん
。

春
休
み
子
ど
も
の
「
き
こ
え
」
と

「
こ
と
ば
」
の
相
談
会
の
お
知
ら
せ

講
　
座
　
案
　
内

●

商
業
簿
記
入
門
講
座

日
　
程

五
月
九
・
十
・
十
二
・
十
三
・

十
六
・
十
七
・
十
九
・
二
十
・

二
十
三
・
二
十
四
・
二
十
六
・

二
十
七
・
三
十
日
の
十
三
日
間

時
　
間

午
後
六
時
〜
午
後
八
時
五
十
分
　

定
　
員

二
十
名

受
講
料

四
、
二
〇
〇
円

講
座
内
容

簿
記
の
入
門
コ
ー
ス

（
日
商
簿
記
検
定
三
級
　
受
験
対
策
併
用
）

対
象
者

簿
記
を
初
歩
か
ら
学
び
た
い
方

●
中
高
年
齢
者
の
た
め
の
パ
ソ
コ
ン(

活
用
）

日
　
程

五
月
十
一
・
十
二
・
十
三
日
の

三
日
間

時
　
間

午
前
九
時
〜
午
後
四
時

定
　
員

二
十
名

受
講
料

二
、
一
〇
〇
円

講
座
内
容

簡
単
な
文
書
作
成
と
表
計
算
の
習
得

対
象
者

中
高
年
齢
者

●

ワ
ー
ド
（
基
礎
）

日
　
程

五
月
十
六
・
十
七
・
十
九
・

二
十
・
二
十
三
・
二
十
四
日
の

六
日
間

時
　
間

午
後
六
時
〜
午
後
八
時
五
十
分
　

定
　
員

二
十
名

受
講
料

二
、
一
〇
〇
円

講
座
内
容

ワ
ー
ド
の
操
作
方
法
と
文
書

作
成

対
象
者

パ
ソ
コ
ン
の
基
本
操
作
が
出
来
る
方

●

中
高
年
齢
者
講
座
・
造
園

（
松
の
芽
つ
み
と
庭
木
の
手
入
れ
）

日
　
程

五
月
二
十
五
・
二
十
六
の

二
日
間

時
　
間

午
前
九
時
〜
午
後
四
時

定
　
員

二
十
名

受
講
料

二
、
一
〇
〇
円

講
座
内
容

松
の
芽
つ
み
と
庭
木
の
手
入

れ
管
理
方
法

対
象
者

中
高
年
齢
者

★
受
　
付

各
講
座
共
開
講
日
の
二
ヶ
月
前
か
ら
先

着
順
で
（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

★
問
い
合
わ
せ

県
立
都
留
高
等
技
術
専
門
校

（
都
留
市
小
形
山
　
一
）

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〇
五
五
四(

四
三)

八
九
一
一
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野

球

募
集
団
員

小
学
生
、
男
女
を
問
わ
ず

練
習
日
時

毎
週
月
・
水
・
土
曜
日

午
後
六
時
三
十
分
〜

午
後
八
時
三
十
分

練
習
場
所

村
民
ス
ポ
ー
ツ
広
場

申
込
み
及
び
問
合
せ

寳
　
譲
二(

西
和
出
村
）

☎
五
二
―
二
四
三
三

剣

道

募
集
団
員

小
学
生
・
中
学
生

男
女
を
問
わ
ず

練
習
日
時

毎
週
木
曜
日

午
後
七
時
〜
午
後
八
時
三
十
分

練
習
場
所

唐
沢
体
育
館

申
込
み
及
び
問
合
せ

佐
藤
一
仁(

馬
場
）

☎
五
二
―
二
五
一
八

サ
ッ
カ
ー

募
集
団
員

小
学
生(

三
年
〜
六
年)

男
女
を
問
わ
ず

練
習
日
時

毎
週
金
曜
日

午
後
六
時
三
十
分
〜

午
後
八
時
三
十
分

練
習
場
所

村
民
ス
ポ
ー
ツ
広
場

申
込
み
及
び
問
合
せ

佐
藤
建
蔵(

谷
相
）

☎
五
二
―
二
八
五
七

少
林
寺
拳
法

募
集
団
員

小
学
生
・
中
学
生

男
女
を
問
わ
ず

練
習
日
時

毎
週
火
曜
日

午
後
七
時
三
十
分
〜
午
後
九
時

練
習
場
所

善
之
木
体
育
館

申
込
み
及
び
問
合
せ

渡
辺
胆
男(

上
中
山
）

☎
五
二
―
二
〇
〇
七

引
越
の
ポ
イ
ン
ト

●

信
頼
で
き
る
緑
ナ
ン
バ
ー
の
営
業
用
ト

ラ
ッ
ク
な
ら
安
心
。

●

見
積
り
は
無
料
で
す
。
運
送
事
業
者
と

し
っ
か
り
と
打
ち
合
わ
せ
を
。

●

ピ
ー
ク
期
間
を
避
け
て
、
準
備
は
早
め
に
。

●

貴
重
品
類
は
見
積
り
時
に
運
送
事
業
者

と
相
談
し
て
万
全
を
期
し
ま
し
ょ
う
。

●

パ
ソ
コ
ン
等
の
壊
れ
や
す
い
も
の
の
取

り
扱
い
は
事
前
に
し
っ
か
り
と
運
送
事

業
者
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

そ
ろ
え
て
お
き
た
い
引
越
用
具

・
段
ボ
ー
ル
箱
　
・
新
聞
紙
　
・
軍
手
・

引
越
し
に
お
役
立
て
く
だ
さ
い
！

ガ
ム
テ
ー
プ
　
・
養
生
テ
ー
プ
・
麻
紐
、

ロ
ー
プ
・
サ
イ
ン
ペ
ン
・
は
さ
み
、
カ
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ヤマメ漁解禁
渓流釣り

寒さもゆるんだ３月１日、ヤマメ漁が解禁とな

り太公望で賑わいました。

平
成
十
七
年
度

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

新
入
団
員
募
集



平成17年３月１日（10）
みなさんの身近な話題・ニュースをお寄せ下さい。
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道 志 の 湯

水 源 の 森

ギャラリー水源の森

屋 内 プ ー ル

道 の 駅 ど う し

計

4,557

534

19

28 ,230

33 ,340

1月の公共施設等の利用状況
（単位：人）

出羽　雄子さん（大野）

昭和11年８月１日生

3月 の 納 税

平成17年３月１日

第291号
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国民健康保険料（第６期）
水道料、
合併浄化槽使用料（第６期）

わが家の
アイドル

おじいちゃんおばあちゃん

慶

弔

3 月 主 な 行 事
1日　育児教室、春の火災予防１人暮し家庭訪問 (村内）
〃 ヤマメの解禁
2日　機能訓練
6日　県立中央病院開院式 (午前9時30分）
7日　国保運営委員会 (役場午後3時）
8日　育児教室
10日　中学校第58回卒業証書授与式

(9時30分27名卒業）
〃 乳児健診 (福祉センター午後1時30分）

14日　定例民生委員会・心配ごと相談
15日　育児教室
20日　道の駅ヤマメ祭
22日　小学校第6回卒業式 (午前10時16名卒業）
〃 育児教室

24日　乳児健診 (福祉センター午後1時30分）
25日　農業委員会 (午後3時）
26日　資源ゴミ収集
29日　育児教室

4 月 主 な 行 事
6日　小中入学式 (小 午前9時、中 午前10時）
11日　心配ごと相談 (午後1時）
〃 民生児童委員会 (午後3時）

21日　狂犬病予防注射 (村内午前9時）
23日　資源ゴミ収集
29日　緑化まつり

人口 2,126人　男 1,052人　女 1,074人　世帯数 607（H17. 2. 1現在）
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横
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健
一

末
永
く
、
お
幸
せ
に(

結
婚)

（お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す(

死
亡)

釜

之

前

佐
藤
　
向
子
　
　
　
72
歳

下

中

山

山
口
八
重
子
　
　
　
82
歳

二
月
号
掲
載
の
消
防
団
出
初
式
、
写
真

説
明
に
つ
い
て
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

訂
正
し
、
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。

期(

誤
）

旗(

正
）

広報どうしに掲載する、皆さんの家

の花、木や写真、また何でもかまいま

せんので村民に紹介したいものがあり

ましたら、電話でも結構ですので企画

財政課広報どうし担当までご連絡くだ

さい。

企画財政課　☎ 52－2112
内線116・117

志村　彩
いぶ

季
き

ちゃん（西和出村）

平成15年２月22日生

父 茂さん　母 あかねさん

｛

ビ
オ
ラ

色
鮮
や
か
な
ビ
オ
ラ
が
た
く
さ
ん

咲
き
ま
し
た
。

東
神
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口
　
里
江
さ
ん


